
　平成１１年以降１６年連続で減少している。平成２４
年には東日本大震災（以下「震災」という）の影響から
大幅な減少となったが、その後は転出者が減少したこと
や転入者が増加したこと等により、人口の減少幅は緩や
かになっている。

NEW!

　２　社会動態 （生産年齢人口及び年少人口） 転入　：　対前年比１４．７％の増。２年連続のプラス。
転出　：　対前年比２０．５％の減。２年連続のマイナス。

　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査年報)」

　震災時には、転入減及び女性と年少世代の転出が大幅
増となった。平成２５年には、男性の転入については震
災前の水準に戻り、女性と年少世代も着実に回復しつつ
ある。転出についてはいずれの層も震災前より低い水準
に抑えられている。

　３　児童生徒数の推移（中学生世代） 対前年比０．２％の増。

　　　※出典 ： 「学校基本調査」

　平成２３年度は震災による避難のため大きく減少した
が、平成２５年度から増加に転じ、県内への帰還の動き
が高まっている傾向にある。
　 ※ 本項目は、現在の中学生世代について、小学生から現在の学年
　 に至るまでの人数の推移を示したものです。

◎ 経済に関する指標

　４　県内総生産 （名目）

(平成２６年９月１日)

◎ 人口に関する指標

　１　総人口（年初人口） 対前年比０．７％の減。
(出生４．９％の増、転入９．８％の増、 転出１５．７％の減。)

　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査年報)」

対前年比６．１％の増。Ｈ１８年以来６年ぶりのプラス。

　　　※出典 ： 「福島県県民経済計算」

　震災後の低調な生産活動から持ち直しの動きが続い
たことや、復旧工事が本格化したことなどから、製造
業や建設業で総生産が増加し、６年ぶりに増加に転じ
た。

　５　有効求人倍率 対前年比０．２８ポイントの増。４年連続のプラス。

　　　※出典 ： 厚生労働省「一般職業紹介状況（職業安定業務統計）」

　震災以前から有効求人倍率は上昇傾向にあり、震災
後も引き続き上昇している。また、それに連動して完
全失業率は低下している。
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NEW! 　６　工場立地件数 対前年比±０％。

　　　※出典 ： 企業立地課業務資料

１０の指標にみる福島県の復興　Ver.3

　平成２１年はリーマンショックの影響で大きく落ち込
んだが、その後回復基調となり、平成２４年には震災後
の復興需要や補助制度の創設により大幅な増となった。
なお、立地件数のうち同補助制度の利活用件数は、平成
２４年が６５件、平成２５年が８２件となっている。

　７　公共工事請負額 対前年比５９．８％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 東日本建設業保証株式会社「公共工事前払金保証統計」

　平成２３年の後半から災害復旧関連工事が増加し、
平成２４年、２５年ともに大幅な増額となった。

　震災年度に一時落ち込んだものの、その後は復興需要
や景気回復傾向による採用増などから上昇し、平成２５
年度には、平成１９年度以来の高い水準となっている。
また、県内企業への就職割合（県内留保率）について
も、８１．９％と平成１７年度以来の高水準となった。

各年度末卒業生の翌６月末における就職内定率

　震災直後は県内全域で入込数が減少したが、大河ドラ
マ「八重の桜」などを好機として積極的に観光誘客に取
り組んだ結果、平成２５年は県内７方部全ての地域で前
年を上回った。特に会津地方は、対前年比１３．３％と
伸び率が大きかった。

　９　医療機器生産額 対前年比１４．３％の増。４年連続のプラス。

　　　※出典 ： 厚生労働省「薬事工業生産動態統計」

　医療関連産業の集積は、復興計画の重点プロジェク
トの１つに位置づけられており、全国屈指の医療機器
生産県として着実に生産額を伸ばしている。

NEW!

　10　新規高卒者の就職内定率 対前年比０．４％の増。３年連続のプラス。

　　　※出典 ： 雇用労政課業務資料

　８　観光客入込数 対前年比８．７％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ：観光交流課「観光客入込状況」
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